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想
社
、
一
九
九
七
年
九
月
一
八
日
〉
所
収
。
以
下
「
海
野
氏
稿
」
と
略
す
）
に

触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
稿
で
は
充
長
の
動
静
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
書
誌
的
な
事
項
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
の
で
、
海
野
氏
稿
を
併
せ

て
ご
参
照
頂
き
た
い
。

な
お
、
前
稿
・
前
稿
（
二
）
と
も
に
、
歌
学
書
の
奥
書
等
は
当
該
書
の
全
般

的
な
検
討
に
委
ね
て
立
項
を
見
送
っ
た
が
、
本
稿
で
は
年
代
順
に
充
長
の
事
蹟

を
網
羅
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
定
め
て
立
項
す
る
よ
う
に
方
針
を
見
直
し

た
。
そ
の
た
め
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
二

項
目
を
追
補
す
る
。
煩
瑣
な
記
述
と
な
る
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）　
三
十
二
歳

●
　
八
月
、「
二
条
家
口
伝
」
を
ま
と
め
る
。（
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
鈴
鹿
文

庫
蔵
『
短
冊
色
紙
書
様
』）

は
じ
め
に

本
稿
は
、拙
稿
「
風
客
仁
木
充
長
―
出
生
よ
り
享
保
十
年
ま
で
」（
浅
田
徹
・

小
川
剛
生
・
兼
築
信
行
・
神
作
研
一
・
田
渕
句
美
子
・
堀
川
貴
司
編
『
和
歌
史

の
中
世
か
ら
近
世
へ
』〈
花
鳥
社
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
〉
所
収
。
以

下
「
前
稿
」と
呼
称
す
る
）、同
「
風
客
仁
木
充
長
（
二
）
―
享
保
六
年
項
追
補
―
」

（『
国
文
学
攷
』
二
四
七
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
三
〇
日
。
以
下
「
前
稿
（
二
）」

と
呼
称
す
る
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
立
て
た
項
は
○
、
追
補
分
の
項

は
●
で
示
し
、『
在
京
随
筆
』に
依
拠
す
る
場
合
は
『
近
世
歌
学
集
成
（
中
）』（
明

治
書
院
）
の
頁
数
を
添
え
る
な
ど
、
記
述
の
方
式
は
前
稿
（
二
）
に
准
ず
る
の

で
、
適
宜
ご
参
照
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
冷
泉
家
蔵
典
籍
に
関
わ
る
充
長
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
言
及

し
た
海
野
圭
介
氏
「
仁
木
充
長
所
校
本
覚
書
」（
島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論

集
刊
行
会
編
『
島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
　
日
本
文
学
史
論
』〈
世
界
思

久

保

田

　

啓

　

一

風
客
仁
木
充
長
（
三
）

　
　
― 

元
禄
十
五
年
・
享
保
五
年
・
享
保
七
年
項
追
補 

―
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●
　
十
月
、
院
使
と
し
て
江
戸
に
下
向
し
た
冷
泉
為
綱
と
面
談
し
、
後
水
尾
院

の
「
桐
葉
御
記
」（「
玉
露
稿
」）
を
貸
与
す
る
。（
四
五
五
頁
）

『
在
京
随
筆
』
享
保
七
年
四
月
十
五
日
条
に
為
久
か
ら
充
長
に
返
却
さ
れ
た

旨
の
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
貸
与
の
経
緯
が
知
ら
れ
る
の
で
、
年
月
を
定
め

て
立
項
す
る
必
要
が
生
じ
た
。「
桐
葉
御
記
」
に
つ
い
て
、
充
長
は
次
の
よ
う

に
記
す
。
小
書
き
の
部
分
は
〔
　
〕
に
入
れ
て
本
文
と
区
別
し
た
。

今
日
、
桐
葉
御
記
〔
玉
露
稿
共
号
。
後
水
尾
院
勅
話
書
集
小
冊
也
。〕
此

本
享
保
六
冬
中
納
言
殿
御
下
向
之
時
入
御
覧
、
御
帰
京
被
為
持
之
。
冷
武

書
写
給
由
に
て
、
御
返
却
落
手
。

充
長
は
為
綱
に
貸
与
し
た
時
期
を
「
享
保
六
冬
」
と
す
る
が
、
享
保
六
年
九

月
以
来
充
長
は
在
京
中
で
、
為
綱
と
頻
繁
に
面
会
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
年
を

誤
っ
た
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
為
綱
が
院
使
と
し
て
江
戸
に
下
向
し
た
の

が
享
保
五
年
十
月
（
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
）」〈『
江
戸
時
代
文
学
誌
』

第
七
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
五
日
〉
享
保
五
年
項
参
照
）
で
あ
り
、
正
し

く
は
「
享
保
五
冬
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
折
の
面
会
で
充
長
が

為
綱
に
貸
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、『
在
京
随
筆
』
の
翻
字
で
は
「
後
水
尾
院
勅
語
」
と
読
ん
で
い
た
が
、

正
し
く
は
「
勅
話
」
で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

「
冷
武
」
即
ち
為
久
が
写
本
を
作
成
し
て
原
本
を
充
長
に
返
却
し
た
こ
と
に

関
し
て
は
、
享
保
七
年
四
月
十
五
日
項
で
触
れ
る
。

愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
に
『
短
冊
色
紙
書
様
』（
請
求
記
号    

728/S
u

20

）が
所
蔵
さ
れ
る
。
表
紙
右
肩
に「
二
条
家
口
伝
」「
飛
鳥
井
家
口
伝
」

と
朱
で
記
さ
れ
る
の
で
、
前
半
の
二
条
家
、
後
半
の
飛
鳥
井
家
と
、
二
つ
の
聞

書
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
半
の
内
題

は
「
当
流
相
伝
短
冊
并
色
紙
書
様
之
事
」。
そ
の
「
二
条
家
口
伝
」
の
末
尾
に

次
の
奥
書
が
あ
る
。

右
二
条
家
口
伝
一
冊
、
元
禄
拾
五
年
中
秋
、
於
鶏
床
亭
書
写
之
畢
。

仁
木
充
長
（
花
押
）  

　
　
　
　
　
　

　
　
私
云
、
此
一
帖
ニ
仁
木
充
長
口
伝
書
入
有
之
、
今
別
ニ
記
之
。

本
文
を
辿
っ
て
ゆ
く
と
、
確
か
に
充
長
の
見
解
の
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い

る
箇
所
が
あ
り
、
書
写
者
は
本
来
の
「
二
条
家
口
伝
」
と
充
長
書
き
入
れ
の
区

別
が
つ
く
よ
う
に
留
意
し
て
写
し
て
い
る
。

内
容
の
検
討
は
充
長
の
歌
学
全
般
を
対
象
と
す
る
別
稿
に
委
ね
た
い
が
、
冷

泉
家
に
入
門
す
る
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
か
ら
遡
る
こ
と
十
三
年
も
前
に
、

二
条
家
の
歌
学
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
充
長
と
し

て
は
伝
統
歌
学
の
体
得
に
早
く
か
ら
志
を
立
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
情
報
を
収
集
し

な
が
ら
、
江
戸
の
歌
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
冷
泉
家
に
目
標

を
定
め
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）　
五
十
歳
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と
あ
っ
て
、
文
面
上
「
高
井
氏
」
の
素
性
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
充
長
に
持
明

院
家
伝
来
の
貴
重
な
文
献
の
書
写
を
依
頼
す
る
「
高
井
氏
」
と
は
、前
稿
（
二
）

に
述
べ
た
、
充
長
に
さ
ま
ざ
ま
の
配
慮
を
与
え
る
べ
く
二
条
御
蔵
奉
行
に
出
向

を
命
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
高
井
真
政
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
真
政
と
確

定
す
る
所
以
で
あ
る
。

●
　
正
月
九
日
、
冷
泉
家
に
参
上
、
晩
景
に
旅
館
に
帰
る
。（
四
四
一
頁
）

七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
動
向
を
記
し
た
後
に
、
諸
家
訪
問
に
よ
り
得
た
成
果

を
ま
と
め
て
掲
げ
る
。そ
の
中
に「
冷
泉
家
古
来
武
家
門
弟
誓
状
之
写
」が
あ
り
、

こ
の
文
面
の
形
式
が
正
徳
五
年
十
月
五
日
の
冷
泉
家
入
門
時
に
充
長
が
提
出
し

た
誓
状
と
一
致
す
る
こ
と
は
、す
で
に
前
稿
の
正
徳
五
年
項
で
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
、
前
稿
で
は
『
在
京
随
筆
』
享
保
七
年
正
月
七
日
条
に
誓
状
の
書
留
が

あ
る
旨
記
載
し
た
が
、正
し
く
は
「
正
月
七
日
以
降
」
と
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

●
　
正
月
十
二
日
、
禁
裏
に
参
上
し
、
御
修
法
壇
を
拝
見
す
る
。
持
明
院
家
に

参
上
、
そ
の
後
冷
泉
家
に
参
上
し
て
、
止
宿
。（
四
四
二
頁
）

●
　
正
月
十
三
日
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
四
二
頁
）

●
　
正
月
十
六
日
、
冷
泉
家
に
参
上
。
夜
、
禁
裏
に
て
踏
歌
節
会
を
拝
見
し
、

冷
泉
家
に
止
宿
。（
四
四
二
頁
）

●
　
正
月
十
七
日
、
冷
泉
家
に
滞
留
。
為
久
に
詠
草
を
見
せ
る
。（
四
四
二
頁
）

●
　
正
月
十
八
日
、
冷
泉
家
よ
り
禁
裏
に
参
上
、
舞
楽
を
見
学
す
る
。
冷
泉
家

に
帰
宿
。（
四
四
二
頁
）

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）　
五
十
二
歳

●
　
元
旦
、「
試
筆
」
の
和
歌
「
今
朝
霞
む
都
の
富
士
を
見
て
も
先
春
来
か
た

に
思
ふ
故
郷
」
を
詠
む
。
年
賀
の
た
め
冷
泉
家
に
参
上
、
そ
れ
か
ら
禁
裏
に

参
上
し
て
節
会
拝
見
、
冷
泉
家
に
滞
留
。（
四
三
九
頁
）

●
　
正
月
二
日
、
持
明
院
家
・
柳
原
家
・
日
野
家
・
山
科
家
に
参
上
、
冷
泉
家

に
戻
り
為
綱
と
対
面
す
る
。（
四
四
〇
頁
）

●
　
正
月
三
日
、
冷
泉
家
よ
り
旅
館
に
帰
る
。（
四
四
〇
頁
）

以
下
、
公
家
の
装
束
や
江
戸
の
年
始
に
関
す
る
記
述
が
続
く
の
は
、
正
月
三

が
日
に
禁
裏
や
各
家
の
年
始
の
風
俗
を
実
見
し
た
成
果
を
書
き
留
め
た
く
な
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

●
　
正
月
七
日
、
冷
泉
家
に
参
上
、
為
久
と
対
面
し
、
白
馬
節
会
に
参
進
す
る

為
久
に
供
奉
す
る
。
節
会
終
了
後
、冷
泉
家
ま
で
為
久
に
従
っ
て
宿
に
帰
る
。

（
四
四
〇
頁
）

●
　
正
月
八
日
、
持
明
院
家
に
参
上
、
入
木
道
や
披
講
の
稽
古
な
ど
を
受
け
る
。

故
基
時
筆
の
色
紙
下
書
を
下
さ
れ
、
年
始
書
初
の
書
法
を
承
る
。
高
井
真
政

の
所
望
を
受
け
て
故
基
輔
筆
「
朗
詠
」を
宿
舎
で
書
写
す
る
べ
く
拝
借
す
る
。

持
明
院
家
に
止
宿
。（
四
四
一
頁
）（
四
四
二
頁
）

該
当
箇
所
の
本
文
で
は
、

故
中
納
言
殿
基
輔
卿
御
筆
朗
詠
拝
借
之
。
高
井
氏
依
所
望
於
旅
館
令
書
写

故
也
。
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●
　
二
月
十
九
日
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
四
八
頁
）

十
九
日
条
の
後
、
内
裏
の
日
花
門
・
月
花
門
に
関
す
る
項
に
続
い
て
充
長
の

和
歌
三
首
が
載
る
。

　
宇
治
河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
長

お
な
じ
く
は
宇
治
の
河
橋
都
に
も
近
か
ら
ば
と
ぞ
思
ひ
渡
り
ぬ

宇
治
河
の
い
づ
く
成
ら
ん
橘
の
小
島
の
崎
も
山
吹
の
瀬
も

　
臥
見

臥
見
山
梺
の
沢
田
見
え
渡
る
末
に
霞
む
や
宇
治
の
河
橋

●
　
三
月
二
日
、
冷
泉
家
に
参
上
。
そ
の
後
中
井
主
水
方
に
招
か
れ
、
土
佐

将
監
光
芳
と
会
い
、
終
日
懇
談
、
晩
景
に
冷
泉
家
に
再
び
参
上
し
、
止
宿
。

（
四
四
九
頁
）

●
　
三
月
三
日
、
禁
裏
に
参
上
し
、
闘
鶏
を
拝
見
、
そ
の
後
持
明
院
家
に
参
上

し
、
止
宿
。（
四
四
九
頁
）

●
　
三
月
四
日
、
朝
、
冷
泉
家
に
参
上
。
そ
の
夜
、
為
綱
の
体
調
す
ぐ
れ
ず
、

お
慰
み
の
た
め
対
面
し
、
懇
談
。（
四
四
九
頁
）

為
綱
の
体
調
に
つ
い
て
、
こ
の
日
の
『
在
京
随
筆
』
の
記
事
に
は
、

　
夜
陰
、
中
納
言
殿
御
所
労
、
為
御
慰
、
御
対
面
御
物
語
有
之
。

と
あ
る
の
み
。『
在
京
随
筆
』
が
現
在
の
形
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
の
は
享
保

十
年
（
一
七
二
五
）
頃
ら
し
く
（
前
稿
参
照
）、
三
月
四
日
の
記
述
に
筆
を
進

め
た
充
長
は
、二
日
後
の
為
綱
薨
去
を
知
識
と
し
て
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
日
次
の
体
裁
を
取
る
以
上
、
言
及
は
避
け
な
け
れ
ば
な

●
　
正
月
十
九
日
、
山
科
家
・
持
明
院
家
に
参
上
し
て
当
主
と
対
面
。
旅
館
に

帰
る
。（
四
四
三
頁
）

●
　
正
月
二
十
五
日
、
冷
泉
家
に
参
上
、
詠
草
を
見
せ
る
。
為
久
よ
り
書
物
を

拝
借
す
る
。（
四
四
六
頁
）

●
　
正
月
二
十
六
日
、
黄
昏
に
持
明
院
家
に
参
上
、
止
宿
。（
四
四
六
頁
）

●
　
正
月
二
十
七
日
、
冷
泉
家
に
参
上
し
、
滞
留
。（
四
四
六
頁
）

●
　
正
月
二
十
八
日
、
山
科
家
に
参
上
。
そ
の
後
旅
館
に
帰
る
。（
四
四
六
頁
）

●
　
二
月
六
日
、
冷
泉
家
に
参
上
し
、
滞
留
。（
四
四
六
頁
）

●
　
二
月
七
日
、
持
明
院
家
に
参
上
。（
四
四
六
頁
）

●
　
二
月
八
日
、
山
科
家
に
参
上
し
、
堯
言
と
対
面
。
そ
の
後
冷
泉
家
に
帰
る
。

（
四
四
六
頁
）

●
　
二
月
九
日
、
為
久
と
対
面
、
詠
草
を
見
せ
る
。（
四
四
六
頁
）

●
　
二
月
十
日
、
晩
に
旅
館
に
帰
る
。（
四
四
六
頁
）

こ
の
間
、
五
百
蔵
兵
庫
の
所
蔵
す
る
後
西
院
・
三
条
西
実
隆
・
道
晃
法
親
王

の
筆
跡
を
写
し
取
る
な
ど
、
精
力
的
に
資
料
収
集
に
従
事
し
て
い
る
。

●
　
二
月
十
五
日
、
冷
泉
家
に
参
上
し
、
滞
留
。「
餝
抄
」
を
拝
借
し
、「
唐
鞍

図
」
を
写
す
。（
四
四
八
頁
）

●
　
二
月
十
六
日
、
持
明
院
家
に
参
上
。
晩
景
に
冷
泉
家
に
参
上
し
、
滞
留
。

（
四
四
八
頁
）

●
　
二
月
十
八
日
、
為
久
と
対
面
、
詠
草
を
見
せ
る
。
冷
泉
家
に
滞
留
か
。

（
四
四
八
頁
）
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ノ
隣
也
。
故
山
号
如
斯
也
。

た
ま
た
ま
嵯
峨
に
出
か
け
て
い
た
た
め
為
綱
の
薨
去
に
立
ち
会
え
な
か
っ
た

こ
と
の
無
念
さ
を
押
し
隠
す
よ
う
に
、
淡
々
と
し
た
記
述
に
終
始
す
る
。

●
　
三
月
十
日
、
冷
泉
家
に
参
上
、
真
如
堂
の
葬
礼
に
供
奉
、
冷
泉
家
に
帰
る
。

（
四
五
一
頁
）

こ
の
日
、
夕
刻
に
為
村
、
酉
刻
に
為
久
が
喪
服
を
着
て
真
如
堂
に
参
詣
し
、

充
長
が
そ
れ
ぞ
れ
に
立
ち
会
う
。
葬
礼
は
亥
刻
で
あ
っ
た
。

●
　
三
月
十
一
日
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
五
二
頁
）　

●
　
三
月
十
七
日
、
冷
泉
家
に
参
上
し
、
滞
留
。（
四
五
二
頁
）

●
　
三
月
十
八
日
、
真
如
堂
に
参
詣
し
、
冷
泉
家
に
帰
る
。（
四
五
二
頁
）

●
　
三
月
十
九
日
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
五
二
頁
）

●
　
三
月
二
十
三
日
、
冷
泉
家
に
参
上
し
、
滞
留
。（
四
五
二
頁
）

●
　
三
月
二
十
四
日
、
為
村
に
付
き
従
い
真
如
堂
に
参
詣
す
る
。
冷
泉
家
に
帰

る
。（
四
五
二
頁
）

●
　
三
月
二
十
五
日
、
為
久
と
対
面
、
出
題
心
得
の
伝
授
を
受
け
る
。
為
綱
の

法
号
を
置
字
に
し
た
追
福
和
歌
十
二
首
を
為
久
に
提
示
す
る
。（
四
五
二
頁
）

●
　
三
月
二
十
六
日
、
真
如
堂
に
参
詣
し
、
追
福
和
歌
一
巻
を
位
牌
の
前
に
備

え
、
冷
泉
家
に
帰
る
。（
四
五
二
頁
）

充
長
の
詠
じ
た
追
福
和
歌
十
二
首
が
二
十
六
日
の
記
事
の
後
に
置
か
れ
る

（
四
五
二
〜
四
五
三
頁
）。
各
歌
の
最
初
の
文
字
の
読
み
「
す
い
け
ゐ
む
ち
と
う

せ
う
か
く
」
を
辿
れ
ば
為
綱
の
法
号
「
瑞
華
院
智
堂
性
覚
」
と
な
る
。

ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

●
　
三
月
五
日
、
巳
刻
に
旅
館
に
帰
る
。（
四
四
九
頁
）

続
い
て
絵
所
土
佐
家
の
系
図
や
冷
泉
家
蔵
の
後
柏
原
院
御
製
、
為
綱
に
よ
る

堀
河
百
首
の
源
俊
頼
歌
解
な
ど
、
こ
こ
数
日
来
の
成
果
が
書
き
留
め
ら
れ
る
。

●
　
三
月
六
日
、
早
旦
、
為
綱
薨
去
。
充
長
は
嵐
山
の
花
見
の
た
め
嵯
峨
に
行

く
。
暮
に
旅
館
に
帰
り
、薨
去
を
知
ら
さ
れ
る
。
追
悼
歌
あ
り
。（
四
五
一
頁
）

享
保
七
三
月
六
日
、
冷
泉
前
中
納
言
殿
為
綱
卿
薨
じ
給
ひ
し
を
悼
奉
り

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
長

　
闇
と
な
る
心
ぞ
わ
か
ぬ
憑
こ
し
恵
の
露
の
光
か
く
れ
て

●
　
三
月
七
日
、
朝
、
冷
泉
家
に
参
上
。
夜
、
真
如
堂
に
お
い
て
納
棺
に
立
ち

会
う
。
夜
半
過
ぎ
冷
泉
家
に
戻
り
、
止
宿
。（
四
五
一
頁
）

●
　
三
月
八
日
、
晩
景
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
五
一
頁
）

為
綱
薨
去
に
至
る
動
静
を
充
長
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

初
春
頃
ヨ
リ
中
納
言
殿
為
綱
卿
所
労
、
当
三
月
五
日
昼
頃
ヨ
リ
俄
変
症
、

難
療
養
、
六
日
早
旦
薨
去
旨
告
来
。
充
長
此
日
嵐
山
為
花
見
往
嵯
峨
。
及

暮
帰
館
。
依
之
七
日
朝
、
冷
泉
家
に
参
。
夜
陰
納
棺
於
真
如
堂
。
白
小
袖

狩
衣
風
折
烏
帽
子
令
着
給
也
。
充
長
供
奉
。
夜
半
過
、
冷
泉
家
に
帰
。
八

日
晩
景
、
帰
旅
館
。

　
法
号

瑞
華
院
従
二
位
前
権
中
納
言
智
堂
性
覚
大
禅
定
門

真
如
堂
は
鈴
声
山
真
正
極
楽
寺
ト
号
。
天
台
宗
大
僧
正
也
。
吉
田
神
楽
岡
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●
　
三
月
二
十
七
日
、
仙
洞
御
幸
の
行
列
を
拝
見
す
る
。
冷
泉
家
で
朝
食
、
巳

下
刻
に
旅
館
に
帰
る
。（
四
五
四
頁
）

●
　
四
月
一
日
、
江
戸
か
ら
の
指
示
が
届
き
、
持
明
院
家
に
参
上
。
そ
の
後
冷

泉
家
に
参
上
し
為
村
と
対
面
、江
戸
へ
の
返
簡
を
遣
わ
す
べ
く
旅
館
に
帰
る
。

（
四
五
五
頁
）

こ
の
日
の
行
動
は
あ
わ
た
だ
し
く
、
充
長
の
在
京
が
江
戸
幕
府
の
御
用
と
密

接
に
関
わ
る
こ
と
を
自
ず
と
示
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
用
務
の
内
容
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

●
　
四
月
十
一
日
、
冷
泉
家
・
持
明
院
家
・
山
科
家
に
参
上
、
晩
に
真
如
堂
に

参
詣
し
、
冷
泉
家
に
滞
留
。（
四
五
五
頁
）

●
　
四
月
十
四
日
、
旅
館
に
帰
る
。
誓
願
寺
中
竹
林
院
に
参
り
、
懇
望
し
て
什

物
の「
頓
阿
古
集
句
題
百
首
和
歌
継
懐
紙
」を
写
す
。
旅
館
に
帰
る
。（
四
五
五

頁
）

●
　
四
月
十
五
日
、
冷
泉
家
に
参
上
し
滞
留
。「
頓
阿
古
集
句
題
百
首
和
歌
自

筆
懐
紙
写
」
一
巻
を
御
覧
に
入
れ
、
冷
泉
家
本
と
の
校
合
が
行
わ
れ
る
。
ま

た
、
為
綱
に
貸
し
出
し
て
あ
っ
た
後
水
尾
院
の
「
桐
葉
御
記
」（「
玉
露
稿
」）

を
為
久
よ
り
返
却
さ
れ
る
。「
拾
愚
東
野
州
抄
」も
持
参
し
て
御
覧
に
入
れ
る
。

（
四
五
五
頁
）

「
桐
葉
御
記
」（「
玉
露
稿
」）
の
為
綱
へ
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
享
保
五

年
十
月
項
で
述
べ
た
。
為
久
が
写
本
を
作
成
し
、
充
長
所
蔵
本
を
返
却
し
た
の

が
四
月
十
五
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
、
充
長
に
返
却
を
希
望
す
る
意
図

春
日
詠
十
二
首
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
充
長

　
春

住
果
し
此
世
の
外
の
春
に
今
霞
む
光
や
西
の
山
端

今
は
そ
の
野
べ
の
わ
か
な
に
摘
か
へ
て
し
き
み
手
向
る
春
を
し
ぞ
思
ふ

け
う
そ
く
を
を
さ
へ
て
め
で
し
花
桜
匂
ひ
こ
と
な
る
台
に
ぞ
み
む

　
夏

井
筒
に
ぞ
よ
り
て
聞
ぬ
る
郭
公
あ
か
く
む
庵
の
暁
の
声

紫
の
雲
み
え
そ
め
て
五
月
雨
の
は
る
ゝ
日
影
も
西
に
入
空

塵
も
な
き
木
の
下
水
の
岩
が
く
れ
法
の
心
に
か
な
ふ
涼
し
さ

　
秋

と
く
法
の
教
か
是
も
咲
花
の
色
香
空
し
き
野
べ
の
百
草

浮
雲
の
晴
行
空
に
影
み
ち
て
月
も
心
も
澄
ま
さ
り
ぬ
る

せ
め
て
此
手
向
色
な
き
言
の
葉
に
千
入
の
紅
葉
折
て
そ
へ
な
む

　
冬

浦
伝
ひ
し
た
ふ
や
和
歌
の
家
の
風
な
み
ふ
く
跡
に
千
鳥
鳴
也

影
だ
に
も
移
ら
ば
と
の
み
し
た
ふ
哉
氷
れ
る
冬
の
池
の
鏡
に

く
ら
か
ら
ぬ
心
の
道
の
跡
な
れ
や
雪
の
御
山
を
出
し
光
は

こ
の
記
事
の
後
に
、
題
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
為
久
か
ら
得
た
と
思

し
き
記
載
が
続
く
が
、
恐
ら
く
三
月
二
十
五
日
の
伝
授
内
容
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
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て
い
る
（
四
五
六
〜
四
六
〇
頁
）。
為
綱
の
死
を
目
の
当
た
り
に
し
、
改
め
て

冷
泉
家
の
血
脈
を
辿
ろ
う
と
す
る
充
長
の
思
い
を
想
定
す
る
。

●
　
五
月
三
日
、
冷
泉
家
に
参
上
、
冷
泉
家
の
「
百
人
首
」（「
百
人
一
首
」
か
）

の
校
合
を
許
さ
れ
る
。
そ
の
後
持
明
院
家
に
参
上
、
披
講
、
今
様
、
朗
詠
の

稽
古
に
従
事
。
晩
景
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
六
〇
頁
）

●
　
五
月
七
日
、
冷
泉
家
・
持
明
院
家
に
参
上
。
披
講
、
朗
詠
の
稽
古
あ
り
。

持
明
院
家
で
石
野
中
納
言
基
顕
と
会
い
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
六
二
頁
）

石
野
基
顕
は
持
明
院
基
時
の
次
男
で
、
石
野
家
の
家
祖
と
な
っ
た
。
享
保
七

年
時
点
で
従
二
位
前
権
中
納
言
、
五
十
三
歳
（『
公
卿
補
任
』）。
実
家
に
顔
を

出
し
た
と
こ
ろ
充
長
と
際
会
し
た
ら
し
い
。

『
在
京
随
筆
』
で
記
載
の
日
が
明
記
さ
れ
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
以
下
、

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）・
十
年
（
一
七
二
五
）
の
追
補
を
確
認
で
き
る
箇
所

も
見
出
せ
る
が
、
そ
れ
ら
は
該
当
す
る
年
月
日
に
本
稿
の
筆
が
及
ん
だ
段
階
に

取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

●
　
夏
、「
顕
註
密
勘
」
を
校
合
す
る
。（
海
野
氏
稿
）

海
野
氏
稿
に
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
『
古
今
倭
哥
集
抄
　
顕
註

密
勘
』
の
充
長
識
語
が
紹
介
さ
れ
、
第
一
冊
の
裏
表
紙
に
「
享
保
七
夏
　
仁
木

省
二
充
長
」
と
朱
書
さ
れ
る
旨
の
指
摘
が
あ
る
。
享
保
七
年
の
立
夏
は
三
月

二
十
二
日
、
立
秋
は
六
月
二
十
六
日
で
、
こ
の
間
の
い
ず
れ
か
の
日
と
し
か
定

め
よ
う
が
な
い
が
、
京
滞
在
中
の
事
蹟
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
の
で
、
こ
こ
に

立
項
し
た
。

が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
上
京
早
々
に
申
し
出
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
、
翌
七
年
の
四
月
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
遣
り
取
り
が
生
じ
た
の
か
、
い

さ
さ
か
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
は
あ
く
ま
で
も
想
像
に
す
ぎ
な
い
が
、
四
月
一
日
に
届
い
た
江
戸
か
ら

の
書
状
の
中
に
、
冷
泉
家
に
貸
与
し
て
あ
る
「
桐
葉
御
記
」
を
江
戸
に
持
ち
帰

る
よ
う
に
と
の
指
示
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
様
に
、

竹
林
院
の
「
頓
阿
古
集
句
題
百
首
和
歌
継
懐
紙
」
を
四
月
十
四
日
に
書
写
し
た

の
も
、
幕
府
か
ら
の
新
た
な
指
示
を
受
け
て
の
古
典
籍
調
査
の
一
環
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
前
日
十
四
日
の
記
事
に
は
「
未
刻
、
誓
願
寺
中
竹
林
院
に
参
、

什
物
頓
阿
古
集
句
題
百
首
和
歌
継
懐
紙
懇
望
、写
之
。帰
旅
館
。」と
あ
っ
た
。「
懇

望
」
の
二
字
が
充
長
の
た
だ
な
ら
ぬ
熱
意
を
感
じ
さ
せ
る
。
享
保
六
年
九
月
以

来
、
充
長
は
折
々
の
調
査
成
果
を
江
戸
表
に
送
付
し
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、

重
ね
て
の
江
戸
か
ら
の
慫
慂
に
奮
い
立
っ
て
調
査
に
臨
ん
だ
充
長
の
心
に
触
れ

る
思
い
が
す
る
。

●
　
四
月
十
六
日
、
御
影
祭
を
拝
見
し
て
冷
泉
家
に
帰
り
、
為
村
と
と
も
に
真

如
堂
に
参
詣
、
慈
照
寺
を
為
村
と
散
策
す
る
。（
四
五
五
頁
）

●
　
四
月
十
八
日
、
真
如
堂
に
参
詣
し
、
冷
泉
家
に
帰
る
。（
四
五
五
頁
）

●
　
四
月
十
九
日
、葵
祭
を
拝
見
し
、行
列
の
次
第
を
記
録
す
る
。（
四
五
五
頁
）

●
　
四
月
二
十
日
、
旅
館
に
帰
る
。（
四
五
五
頁
）

こ
の
記
事
の
後
、
長
家
に
始
ま
り
為
村
に
至
る
御
子
左
家
の
系
図
を
掲
げ
、

長
家
か
ら
為
綱
ま
で
の
歴
代
当
主
の
和
歌
を「
冷
泉
家
御
本
」に
よ
り
写
し
取
っ
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さ
と
り
の
里
、
か
さ
と
り
の
山
、
醍
醐
を
こ
え
て
く
る
す
の
を
過
、
し
る

谷
よ
り
京
か
へ
り
し
こ
と
も
は
べ
り
き
。

ま
ず
「
過
し
夏
」
が
何
年
の
夏
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
前
年
の
享
保
六
年

は
九
月
三
日
に
江
戸
を
発
し
て
い
る
（
前
稿
・
前
稿
（
二
）
参
照
）
か
ら
該
当

し
な
い
。
前
稿
で
は
こ
の
折
が
初
の
上
京
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
が
、
正
徳
五

年
の
冷
泉
家
入
門
時
に
上
京
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。
し
か
し
、
充
長
が
冷

泉
家
に
入
門
の
誓
状
を
提
出
し
た
の
は
十
月
五
日
付
で
あ
り
（
前
稿
参
照
）、
夏

で
は
な
か
っ
た
。
と
な
る
と
、
京
に
滞
在
し
て
夏
を
迎
え
た
の
は
享
保
七
年
以

外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。『
在
京
随
筆
』
は
五
月
七
日
よ
り
後
の
記

載
を
欠
く
の
で
裏
付
け
は
取
れ
な
い
も
の
の
、
充
長
が
心
を
通
わ
せ
る
親
し
い

友
人
と
一
泊
二
日
の
周
遊
を
楽
し
ん
だ
の
は
確
か
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
同

行
者
と
し
て
は
恐
ら
く
は
高
井
真
政
あ
た
り
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

●
　
八
月
十
五
日
、「
ま
た
い
つ
の
あ
き
に
き
て
み
む
望
月
の
こ
よ
ひ
都
の
あ

か
ぬ
な
ご
り
も
」
の
歌
を
詠
む
。（「
都
余
波
」）

「
都
余
波
」
の
書
き
出
し
は
、『
在
京
随
筆
』
に
詳
述
さ
れ
る
日
々
の
総
括
や

冷
泉
家
の
人
々
と
の
惜
別
の
記
録
と
し
て
有
意
義
な
記
述
を
含
む
。
冒
頭
か
ら

本
項
の
根
拠
と
な
る
箇
所
ま
で
を
次
に
掲
げ
る
。

去
年
の
秋
よ
り
都
に
住
侍
り
て
、
愚
な
る
こ
ゝ
ろ
に
も
歌
よ
む
べ
き
詞

の
つ
ゞ
け
が
ら
わ
き
ま
へ
侍
ら
ま
ほ
し
く
、
も
し
ほ
草
か
き
し
た
ゝ
む
べ

き
さ
ま
、う
つ
ば
り
の
塵
を
た
て
し
う
た
ひ
も
の
な
ど
習
さ
ぶ
ら

（
マ
マ
）ば

や
と
、

折
〳
〵
冷
泉
家
・
持
明
院
家
に
参
侍
り
ぬ
。

●
　
夏
、
同
行
者
と
と
も
に
唐
崎
の
松
や
三
井
寺
な
ど
琵
琶
湖
畔
を
周
遊
し
、

大
津
に
宿
泊
、
石
山
寺
に
参
詣
し
て
京
に
帰
る
か
。（
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
蔵
『
視
聴
草
』
六
集
之
四
所
収
「
都
余
波
」）

宮
崎
成
身
編
『
視
聴
草
』
六
集
之
四
に
「
季
秋
吟
行
」
と
と
も
に
収
録
さ
れ

た
「
都
余
波
」
は
、
享
保
七
年
八
月
二
十
四
日
に
京
を
発
っ
て
江
戸
に
帰
る
際

の
紀
行
文
で
あ
り
、
前
稿
の
八
月
二
十
四
日
項
に
旅
の
概
略
を
記
し
た
が
、
出

発
前
の
状
況
や
旅
程
の
詳
細
を
辿
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、往
路
の「
季

秋
吟
行
」
と
は
異
な
っ
て
「
都
余
波
」
に
は
日
付
の
記
載
が
な
く
、
前
後
の
記

述
か
ら
日
程
・
旅
程
を
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
可
能
な
限
り
本
文
に

依
拠
し
て
充
長
の
動
向
・
心
情
を
正
確
に
辿
る
よ
う
努
め
た
い
。
特
に
本
項
の

も
と
と
な
る
記
事
は
八
月
二
十
四
日
の
京
出
発
の
行
程
の
中
に
挿
入
さ
れ
る
の

で
、
事
実
関
係
の
認
定
に
は
相
応
の
考
証
が
必
要
と
な
る
。
引
用
に
当
っ
て
適

宜
句
読
点
・
濁
点
等
を
施
す
な
ど
、
前
稿
（
二
）
と
同
様
の
方
針
に
よ
る
。

八
月
二
十
四
日
の
石
山
寺
に
上
る
記
事
の
後
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

過
し
夏
の
こ
ろ
、
ひ
と
り
ふ
た
り
み
や
こ
を
朝
ま
だ
き
に
出
た
ち
、
唐

崎
の
松
の
も
と
に
て
眺
望
し
、
坂
下
山
王
八
王
子
客
人
宮
拝
め
ぐ
り
て
三

井
寺
に
ま
ふ
づ
。
こ
の
道
す
が
ら
の
景
勝
た
り
。
東
に
東（

マ
マ
）に

湖
水
、鏡
山
、

三
上
山
み
え
わ
た
り
、
西
に
比
良
高
根
、
を
ひ
え
、
お
ほ
ひ
え
、
志
賀
の

山
、
旧
都
の
跡
も
此
あ
た
り
と
ぞ
。
長
等
山
な
ど
み
ね
つ
ら
な
る
。
伊
吹

山
は
、
東
北
の
あ
は
い
に
遠
く
見
ゆ
。

さ
て
、
大
津
に
一
夜
と
ま
り
て
石
山
に
の
ぼ
り
、
岩
間
に
か
ゝ
り
、
か
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折
々
の
名
所
旧
跡
の
景
観
な
ど
、
充
長
の
感
興
を
そ
そ
る
広
範
囲
の
対
象
が
列

挙
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
を
受
け
て
「
か
く
て
や
ど
れ
る
所
は
二
条
知
己
の
旅

館
な
り
」
と
述
べ
、
二
条
御
蔵
奉
行
の
高
井
真
政
か
ら
宿
舎
を
提
供
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
唆
し
つ
つ
、
江
戸
に
帰
る
同
行
者
を
得
て
帰
心
を
募
ら
せ
る
状
況

を
語
る
。「
も
と
よ
り
行
と
ま
る
か
ど
を
宿
と
な
し
て
む
身
な
れ
ど
」
以
下
は
、

「
世
中
は
い
づ
れ
か
さ
し
て
わ
が
な
ら
む
行
き
と
ま
る
を
ぞ
や
ど
と
さ
だ
む
る
」

（
古
今
和
歌
集
・
雑
下
・
九
八
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
、
寄
る
辺
の

無
い
処
士
の
身
軽
さ
と
心
細
さ
を
口
に
し
つ
つ
、
半
ば
公
務
に
近
い
今
回
の
滞

京
後
の
処
理
が
さ
ま
ざ
ま
に
待
ち
構
え
る
こ
と
を
も
暗
示
す
る
。
そ
れ
ら
の
感

慨
を
述
べ
た
上
で
、
八
月
十
五
夜
の
月
に
再
び
の
上
京
を
思
い
描
く
の
が
こ
の

和
歌
の
趣
旨
と
な
る
。

●
　
八
月
十
六
日
以
降
二
十
三
日
ま
で
の
間
、
冷
泉
家
・
持
明
院
家
他
に
暇
乞

い
の
た
め
参
上
し
、
冷
泉
為
久
・
為
村
他
冷
泉
家
の
人
々
と
惜
別
の
歌
を
詠

み
合
う
。（「
都
余
波
」・
『
冷
泉
為
久
集
』）

前
項
の
引
用
に
引
き
続
き
「
都
余
波
」
の
本
文
を
掲
げ
る
。

冷
泉
家
・
持
明
院
家
・
山
科
家
・
柳
原
家
・
日
野
家
な
ど
に
御
暇
乞
に

参
と
て
、
冷
泉
家
に
て
と
計
申
上
侍
し
、

な
ご
り
猶
袖
こ
そ
し
ぼ
れ
ふ
た
代
ま
で
恵
か
け
ゝ
る
和
歌
の
う
ら
波

今
年
弥
生
の
こ
ろ
、冷
泉
家
前
中
納
言
殿
為
綱
卿
か
く
れ
さ
せ
給
へ
ど
、

右
兵
衛
督
殿
為
久
卿
、
同
御
心
に
仰
ご
と
う
け
給
り
侍
り
、
か
た
じ
け
な

き
あ
ま
り
な
り
け
む
か
し
。
さ
て
御
返
事
給
は
り
ぬ
。

そ
も
〳
〵
、
い
と
も
か
し
こ
き
内
侍
所
御
神
楽
拝
見
し
侍
り
し
よ
り
、

聖
廟
に
て
氏
人
献
策
な
ど
あ
ら
玉
の
年
の
始
の
節
会
、
白
馬
、
踏
歌
、
御

修
法
、
舞
御
覧
、
左
儀
長
、
闘
鶏
、
或
は
院
の
御
幸
の
粧
、
御
影
祭
の
神

幸
、
葵
祭
の
近
衛
使
、
東
遊
の
舞
人
陪
従
か
み
さ
び
た
る
有
様
、
短
筆
に

は
か
き
尽
し
が
た
し
。
競
馬
、
祇
園
会
、
又
ふ
る
め
か
し
。

さ
て
、
名
所
旧
跡
、
花
の
さ
か
り
、
紅
葉
の
こ
ろ
の
折
、
す
べ
て
巡
覧

し
侍
り
し
に
、
と
り
わ
き
心
と
ゞ
ま
り
て
覚
侍
る
は
、
嵐
山
の
花
の
こ
ろ

な
り
。
松
の
木
の
間
に
さ
き
ま
じ
り
て
、
梺
に
は
筏
さ
し
く
だ
し
、
若
鮎

と
る
大
井
川
の
岩
浪
清
き
流
の
さ
ま
、亀
の
お
山
の
亀
に
に
た
る
姿
な
ど
、

こ
の
も
か
の
も
の
詠
な
り
。
広
沢
の
池
、
名
こ
そ
の
滝
の
跡
、
高
雄
の
紅

葉
、清
滝
の
な
が
れ
、臥
見
の
眺
望
、宇
治
の
佳
景
、東
山
に
は
舞
台
の
桜
、

通
天
の
紅
葉
、
又
お
か
し
。
す
べ
て
山
の
姿
な
だ
ら
か
に
つ
ら
な
り
、
河

の
お
も
と
を
あ
さ
に
な
が
れ
て
、
草
も
木
も
花
の
色
香
う
る
は
し
く
、
水

石
い
さ
ぎ
よ
し
。
愛
宕
の
嶺
、
比
叡
の
山
、
し
ぐ
る
ゝ
雲
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
、

つ
も
れ
る
雪
の
姿
な
ど
、
朝
夕
め
な
れ
侍
き
。

か
く
て
や
ど
れ
る
所
は
二
条
知
己
の
旅
館
な
り
。
今
年
八
月
、
よ
き
と

も
な
ひ
に
こ
そ
と
具
し
て
あ
づ
ま
の
か
た
に
か
へ
る
べ
き
に
お
も
ひ
な
り

ぬ
。
も
と
よ
り
行
と
ま
る
か
ど
を
宿
と
な
し
て
む
身
な
れ
ど
、
さ
す
が
に

故
郷
な
れ
ば
、
と
か
く
さ
だ
む
る
こ
と
有
け
り
。
十
五
夜
に
、

ま
た
い
つ
の
あ
き
に
き
て
み
む
望
月
の
こ
よ
ひ
都
の
あ
か
ぬ
な
ご
り
も

歌
道
修
行
を
第
一
の
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
宮
廷
行
事
の
い
ろ
い
ろ
や
四
季
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こ
そ
し
ぼ
れ
二
代
ま
で
恵
か
け
た
る
和
歌
の
浦
浪
、と
申
侍
り
し
か
ば
、

返
し
、

二
代
ま
で
か
け
ゝ
る
契
り
わ
す
れ
ず
は
心
を
よ
せ
よ
和
歌
の
う
ら
な
み

詞
書
に
い
う
「
同
年
秋
」
と
は
、
こ
の
前
に
為
綱
の
薨
去
に
関
わ
る
記
事
が

あ
る
の
で
、
享
保
七
年
と
定
め
ら
れ
る
。（
マ
マ
）
を
付
し
た
「
し
り
」
は
意

味
上
「
か
へ
り
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、「
し
」（
字
母
「
志
」）
は
「
か
へ
」

（
字
母
「
可
」「
部
」）
の
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
。
充
長
歌
の
四
句
が
「
都
余
波
」

と
は
異
な
っ
て
「
恵
か
け
た
る
」
の
形
を
取
る
が
、為
久
の
応
答
が
「
都
余
波
」

と
共
通
し
て
「
二
代
ま
で
か
け
ゝ
る
」
と
あ
る
以
上
、「
か
け
ゝ
る
」
の
方
が

正
し
い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
冷
泉
為
久
集
』
の
書
写
者
が
踊
り
字
「
ゝ
」

か
ら
「
る
」
に
続
く
箇
所
を
「
た
」
と
誤
認
し
た
と
判
断
す
る
。

○
　
八
月
二
十
四
日
、離
京
し
て
江
戸
に
帰
る
。
九
月
十
一
日
付
で
「
都
余
波
」

脱
稿
。

前
稿
で
は
、
庵
原
川
を
渡
る
頃
に
今
日
が
九
月
一
日
に
当
る
こ
と
に
改
め
て

気
付
く
と
い
っ
た
具
合
に
、
充
長
に
は
毎
日
の
日
程
・
旅
程
を
正
確
に
記
録
す

る
と
い
う
意
識
が
乏
し
い
こ
と
、
江
戸
に
帰
着
し
た
の
が
九
月
四
日
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
八
月
十
四
日
に
起
こ
っ
た
伊
勢
湾
の
津
波
の
被
害
を
熱
田
で
実
見

し
た
こ
と
、
巻
末
の
識
語
か
ら
九
月
十
一
日
に
「
都
余
波
」
を
脱
稿
し
た
ら
し

い
こ
と
な
ど
に
言
及
し
た
。
本
稿
で
は
日
次
形
式
で
日
程
・
旅
程
を
明
ら
か
に

二
代
ま
で
か
け
ゝ
る
契
り
わ
す
れ
ず
は
こ
ゝ
ろ
を
よ
せ
よ
和
歌
の
う
ら

な
み

侍
従
殿
為
村
朝
臣
、
今
年
十
一
に
な
ら
せ
給
ふ
が
、
餞
別
と
て
た
ま
は
せ

け
る
、

別
ゆ
く
人
は
と
ま
ら
ぬ
あ
ふ
さ
か
に
へ
だ
つ
る
関
の
有
か
ひ
も
な
き

御
返
し
奉
れ
り
。

言
の
葉
の
恵
は

（
マ
マ
）す

れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
ば
ま
た
あ
ふ
さ
か
の
関
に
と
ゞ
め
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
清
基

ま
た
も
こ
む
契
り
わ
す
れ
そ
此
た
び
は
こ
ゝ
ろ
を
と
め
ぬ
わ
か
れ
な
り

と
も

返
し
、

ま
た
こ
む
と
契
り
お
く
に
も
あ
か
で
こ
の
み
や
こ
に
の
こ
す
心
し
ら
な

む

『
在
京
随
筆
』
の
冒
頭
に
「
冷
泉
家
持
明
院
家
山
科
家
仰
条
々
」
の
副
題
が

備
わ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
充
長
と
日
野
家
の
関
係
は
他
家
と
比

べ
て
薄
く
、
享
保
七
年
正
月
二
日
に
日
野
家
に
参
上
し
た
こ
と
が
わ
ず
か
に
確

認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。（
マ
マ
）
を
付
し
た
「
は
す
れ
ぬ
」
は
「
わ
す
れ
ぬ
」

の
誤
写
と
判
断
し
た
。「
藤
原
清
基
」
は
冷
泉
家
の
雑
掌
中
川
（
中
河
）
清
基
。

な
お
、
充
長
と
為
久
の
贈
答
歌
は
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
冷
泉
為

久
集
』
に
も
収
め
ら
れ
る
。

同
年
秋
、
沙
弥
充
長
、
あ
づ
ま
の
か
た
に
し（

マ
マ
）り

侍
る
と
て
、
名
残
猶
袖
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る
。
供
御
の
瀬
、
田
上
山
な
ど
見
渡
し
つ
ゝ
、
山
に
の
ぼ
れ
り
。

秋
の
日
の
は
れ
て
湖
て
る
い
し
や
ま
の
み
ね
よ
り
み
ゆ
る
瀬
田
の
長
は

し

京
を
出
て
東
海
道
を
東
に
向
か
い
、
大
津
を
経
て
「
と
り
河
」（
現
在
の
大

津
市
鳥
居
川
町
か
）
で
従
者
を
待
た
せ
て
石
山
寺
を
目
指
し
た
と
い
う
。
こ
の

記
述
の
後
、
夏
に
立
項
し
た
「
過
し
夏
の
こ
ろ
」
以
下
の
琵
琶
湖
畔
周
遊
の
記

事
に
切
り
替
わ
る
の
で
、
大
津
に
一
泊
し
て
石
山
か
ら
岩
間
・
笠
取
・
醍
醐
・

栗
栖
野
・
汁
谷
を
経
て
京
に
帰
る
道
程
が
今
回
の
帰
途
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ

と
を
了
解
し
つ
つ
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
突
然
過
去
の
旅
に
筆
が
転
ず
る

の
で
い
さ
さ
か
混
乱
を
き
た
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
の
「
ま
が
り
の
里
」
か
ら
本
来
の
旅
の
描
写
に
戻
る
こ
と
と
な
る
。

ま
が
り
の
里
に
て
、

世
と
ゝ
も
に
な
が
れ
ゆ
く
ら
し
ま
が
り
河
ま
が
る
も
な
を
き
水
の
こ
ゝ

ろ
は

石
部
を
行
に
、
堤
の
や
う
な
る
山
あ
り
。
布
引
山
と
い
ふ
。
な
つ
み
の

里
、
田
河
な
ど
過
ゆ
く
。
今
日
は
お
も
ふ
や
ど
り
に
と
、
暮
る
を
も
い

と
は
で
水
口
の
あ
た
り
い
そ
ぎ
ゆ
け
ど
、
河
な
ど
水
ま
さ
り
た
る
所
有

て
、
と
か
く
し
て
戌
過
る
ば
か
り
に
土
山
の
駅
に
と
ま
り
ぬ
。

第
一
日
の
記
事
が
錯
綜
す
る
た
め
、
順
番
が
前
後
す
る
形
で
は
あ
る
が
全
文

を
掲
げ
た
。

●
　
八
月
二
十
五
日
、土
山
発
、桑
名
着
。
桑
名
よ
り
乗
船
。（
坂
の
下
、鈴
鹿
山
、

す
る
よ
う
努
め
る
。
日
付
と
出
発
・
到
着
を
明
示
し
、
経
由
地
や
名
所
な
ど
固

有
名
詞
を
括
弧
に
入
れ
て
掲
げ
、
充
長
の
詠
歌
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
必

要
な
本
文
を
引
用
す
る
な
ど
、
記
述
の
方
針
は
前
稿
（
二
）
の
「
季
秋
吟
行
」

と
同
様
で
あ
る
。

●
　
八
月
二
十
四
日
、
未
明
に
京
出
立
、
大
津
を
経
て
土
山
着
。（
堀
河
の
橋
、

三
条
、
白
河
の
橋
、
山
科
四
宮
河
原
諸
羽
明
神
、
大
津
、
う
ち
出
の
浜
、
お

も
の
ゝ
浜
、
あ
わ
づ
が
原
、
と
り
河
、
石
山
、
蛍
谷
、
供
御
の
瀬
、
田
上
山
、

ま
が
り
の
里
、
石
部
、
布
引
山
、
な
つ
み
の
里
、
田
河
、
水
口
、
土
山
）

本
年
八
月
十
五
日
の
項
に
引
い
た
冒
頭
部
、
続
い
て
八
月
十
六
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
の
間
と
見
定
め
た
冷
泉
家
の
人
々
と
の
贈
答
記
事
と
な
り
、
い

よ
い
よ
八
月
二
十
四
日
の
出
発
を
迎
え
る
。

か
く
て
廿
日
あ
ま
り
四
日
、
暁
か
け
て
出
立
ぬ
。
昨
日
の
夜
お
ど
ろ

〳
〵
し
き
風
も
な
ぎ
、
雨
も
を
や
み
て
、
堀
河
の
橋
う
ち
渡
り
、
三
条
よ

り
白
河
の
橋
を
ゆ
く
。
山
科
四
宮
河
原
諸
羽
明
神
遥
拝
し
て
ゆ
く
に
、
日

か
げ
さ
し
出
た
り
。
大
津
を
過
る
と
て
、

都
を
ば
う
ち
出
の
浜
の
さ
ゝ
ら
な
み
か
へ
る
さ
と
を
し
ふ
る
さ
と
の
道

お
も
の
ゝ
浜
、
あ
わ
づ
が
原
な
ど
過
て
、
と
り
河
と
い
ふ
所
に
石
の
橋

有
。
こ
ゝ
に
従
者
を
の
こ
し
て
石
山
に
と
も
な
ひ
ゆ
く
道
す
が
ら
、
い
と

面
白
し
。
蛍
谷
と
い
ふ
有
。
蛍
の
出
る
所
な
り
と
い
ふ
。
尾
花
、
藤
ば
か

ま
、
を
み
な
へ
し
、
こ
な
ぎ
な
ど
、
湖
水
の
は
た
、
田
の
く
ろ
に
咲
ま
じ
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た
て
岩
、
秋
葉
山
、
あ
ら
ゐ
、
洲
崎
、
ま
へ
坂
、
浜
ま
つ
）

●
　
八
月
二
十
八
日
、
浜
松
発
、
金
谷
着
。（
袋
井
の
七
杜
、
腹
河
、
脊
河
、

を
く
じ
ら
山
、
め
く
じ
ら
山
、
菊
河
の
橋
、
新
坂
、
さ
よ
の
中
山
、
西
行
、

金
谷
）夜

中
よ
り
雨
し
き
り
な
れ
ど
、
寅
過
る
比
出
た
つ
。
袋
井
の
七
社

（
マ
マ
）と

い

ふ
所
を
行
に
、
を
や
み
ぬ
る
空
な
が
ら
あ
ま
つ
ゝ
み
と
る
べ
く
も
な
し
。

そ
れ
よ
り
行
に
、
東
の
か
た
を
腹
河
と
い
ひ
、
西
の
か
た
を
脊
河
と
い
ふ

河
あ
り
。

こ
の
里
は
ひ
が
し
は
ら
河
に
し
脊
河
な
か
う
ち
ゆ
く
に
見
所
も
な
し

な
ど
た
は
ぶ
れ
行
に
、
空
も
は
れ
た
り
。
を
く
じ
ら
山
、
め
く
じ
ら
山
と

い
ふ
有
。
碁
石
の
出
る
所
と
き
こ
ゆ
。
菊
河
の
橋
を
渡
る
と
て
、

い
か
で
名
に
流
そ
め
け
む
き
く
河
の
浪
の
花
に
は
秋
も
わ
か
ぬ
を

新
坂
を
の
ぼ
り
、
さ
よ
の
中
山
を
ま
た
こ
ゆ
る
に
、
西
行
の
歌
お
も
ひ
い

づ
。
金
谷
の
駅
に
て
暮
か
ゝ
る
比
や
ど
り
と
る
。

本
文
中
に
は
「
七
社
」
と
あ
る
が
、「
七
杜
」
の
誤
写
と
判
断
し
て
見
出
し

を
改
め
る
。

●
　
八
月
二
十
九
日
、
金
谷
発
、
江
尻
着
。（
大
井
河
、
島
田
、
富
士
、
藤
枝
、

岡
部
、
景
よ
り
の
橋
、
あ
こ
め
の
里
、
あ
こ
め
河
、
わ
ら
し
な
河
、
阿
部
の

市
、
浅
間
社
、
賎
機
山
、
江
尻
）

●
　
九
月
一
日
、
江
尻
発
、
三
島
着
。（
庵
原
河
、
巨
鼇
山
、
清
見
が
た
、
み

ほ
の
松
原
、
ふ
じ
の
ね
、
蒲
原
、
田
子
の
浦
、
芝
河
、
吉
原
、
原
、
帆
か
け

ゑ
び
す
岩
、
大
黒
岩
、
野
尻
、
庄
野
、
石
薬
師
、
鈴
鹿
河
、
日
永
、
浜
田
、

四
日
市
、
桑
名
、
大
淀
生
浦
）

●
　
八
月
二
十
六
日
、曙
に
熱
田
に
上
陸
、高
潮
の
惨
状
を
見
る
。
御
油
着
。（
熱

田
、
な
る
み
が
た
、
呼
継
の
浜
、
笠
寺
の
観
音
、
あ
し
や
、
い
も
河
、
参
河

の
七
平
、
松
平
、
九
久
平
、
篠
平
、
比
良
平
、
柿
平
、
塩
平
、
生
平
、
大
平

河
、
ひ
ぢ
河
、
赤
坂
、
し
か
す
が
の
渡
、
御
油
）

熱
田
で
充
長
が
詠
じ
た
和
歌
は
前
稿
に
引
い
た
が
、
当
日
条
の
冒
頭
か
ら
改

め
て
掲
げ
て
お
く
。

梶
の
音
、
浪
の
声
、
夢
に
ま
じ
り
て
曙
に
熱
田
に
つ
き
て
見
侍
れ
ば
、

さ
り
ぬ
る
十
四
日
の
夜
、
高
し
ほ
う
ち
い
り
て
、
民
家
お
ほ
く
や
ぶ
れ
、

な
が
れ
う
せ
て
、
石
ず
へ
計
残
り
し
も
有
け
り
。

む
ま
や
ぢ
は
有
し
に
も
あ
ら
ず
な
る
み
が
た
あ
れ
け
る
浪
の
跡
の
あ
は

れ
さ

　（
後
略
）

宇
佐
美
龍
夫
氏
『
最
新
版
　
日
本
被
害
地
震
総
覧
﹇
四
一
六
﹈
―
二
〇
〇
一

﹇
付
﹈
安
政
江
戸
地
震
大
名
家
被
害
一
覧
表
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三

年
四
月
一
五
日
）
は
、
八
月
十
四
日
の
津
波
に
つ
い
て
、「
尾
張
・
伊
勢
・
志

摩
・
紀
伊
の
海
岸
に
津
波
、家
屋
流
亡
し
死
あ
り
。
地
震
記
事
見
当
ら
ず
。」（
同

書
九
四
頁
）
と
記
す
。
伊
勢
湾
沿
岸
を
襲
っ
た
高
潮
は
地
震
由
来
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
ら
し
い
。

●
　
八
月
二
十
七
日
、
御
油
発
、
浜
松
着
。（
吉
田
、
今
橋
、
ふ
た
川
、
石
巻
山
、
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●
　
九
月
四
日
、
神
奈
川
発
、
江
戸
到
着
。（
川
崎
、
矢
口
、
鈴
が
森
、
江
府
、

日
本
橋
、
士
峰
、
柴
浦
）

い
よ
い
よ
旅
の
最
終
日
、
充
長
も
従
者
も
江
戸
到
着
に
心
を
浮
き
立
た
せ
る

様
子
が
窺
え
る
。
末
尾
の
奥
書
ま
で
全
文
を
引
く
。

今
日
は
故
郷
に
帰
つ
く
べ
き
な
れ
ば
、上
下
み
な
よ
ろ
こ
び
き
お
ひ
て
、

夜
ふ
か
く
お
き
て
も
の
し
た
ゝ
む
。
川
崎
を
過
、矢
口
の
渡
り
舟
に
の
る
。

是
よ
り
鈴
が
森
の
あ
た
り
ま
で
は
海
辺
を
ゆ
く
道
な
り
。
そ
も
〳
〵
京
の

か
た
は
大
津
よ
り
大
坂
に
の
ぼ
り
ゆ
け
ば
、
二
、三
里
が
ほ
ど
は
み
な
山

の
中
を
こ
え
ゆ
き
侍
る
。
江
府
は
又
か
く
の
ご
と
く
海
辺
づ
た
ひ
に
し
て

の
ぼ
り
く
だ
れ
る
国
の
有
さ
ま
な
り
け
む
か
し
。日
本
橋
を
渡
り
ゆ
く
に
、

柳
営
千
秋
の
雪
士
峰
に
映
じ
、
万
里
の
船
柴
浦
に
つ
な
げ
り
。

享
保
七
年
九
月
十
一
日
　
　
仁
木
省
二
沙
弥
充
長

山
越
え
の
京
入
り
と
は
異
な
り
、
富
士
を
遠
望
し
つ
つ
海
辺
を
辿
っ
て
江
戸

に
入
る
興
趣
を
味
わ
い
な
が
ら
江
戸
の
泰
平
を
寿
ぐ
筆
致
が
、
一
年
ぶ
り
の
江

戸
帰
着
の
喜
び
を
伝
え
る
。
江
戸
人
仁
木
充
長
な
ら
で
は
の
感
懐
な
の
で
あ
ろ

う
。九

月
四
日
に
自
宅
に
帰
り
着
い
て
、十
一
日
に
は
「
都
余
波
」
を
脱
稿
す
る
。

想
定
さ
れ
る
第
一
の
読
者
は
冷
泉
為
久
・
為
村
親
子
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
京
へ

の
出
張
の
報
告
と
し
て
、
幕
府
の
当
事
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も
念
頭
に
置
い

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

●
　
こ
の
年
か
翌
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
九
月
十
三
日
頃
、「
渡
月
」
題

山
、
東
が
へ
し
の
さ
と
、
み
し
ま
）

こ
の
日
は
、
京
出
発
か
ら
の
日
取
り
を
再
確
認
し
、
和
歌
を
三
首
も
残
す
な

ど
、
言
及
す
べ
き
こ
と
が
多
い
の
で
、
冒
頭
か
ら
引
用
す
る
。

例
の
こ
ろ
出
た
ち
、
庵
原
河
を
渡
る
に
明
は
な
れ
、
空
は
れ
た
り
。
旅

行
に
ま
ぎ
れ
て
日
数
の
過
る
を
も
わ
す
れ
が
ち
也
。
都
を
出
し
よ
り
手
を

お
れ
ば
、
八
月
も
過
て
今
日
は
九
月
一
日
な
り
け
り
。
そ
れ
よ
り
巨
鼇
山

に
立
よ
り
、
清
見
が
た
に
て
、

こ
ぎ
出
て
み
る
め
は
さ
ぞ
な
清
見
が
た
み
ほ
の
松
原
雪
の
ふ
じ
の
ね

蒲
原
の
な
は
て
を
行
に
、
松
間
よ
り
富
士
み
ね
み
ゆ
。

磯
山
の
う
へ
に
富
士
を
ぞ
み
つ
ゝ
ゆ
く
し
ほ
く
む
田
子
の
浦
づ
た
ひ
し

て芝
河
の
末
高
瀬
に
の
り
、
吉
原
に
て
休
み
侍
り
。
な
に
よ
け
む
と
も
と

む
れ
ば
、
か
つ
を
あ
り
。
こ
の
う
を
、
あ
づ
ま
に
は
お
ほ
か
れ
ど
、
京
の

か
た
に
は
稀
に
し
て
、
ひ
と
ゝ
せ
の
う
ち
て
う
ぜ
ざ
れ
ば
、
め
づ
ら
し
く

て
、
九
献
か
た
ぶ
け
な
ど
し
て
原
に
ゆ
く
。

よ
の
つ
ね
の
空
に
棚
引
し
ら
雲
も
ふ
じ
の
高
根
の
な
か
ば
に
ぞ
み
る

　（
後
略
）

●
　
九
月
二
日
、
三
島
発
、
大
磯
着
。（
さ
ゝ
原
、
山
中
、
畑
、
す
く
も
沢
、
大
磯
、

ふ
じ
）

●
　
九
月
三
日
、
大
磯
発
、
神
奈
川
着
。（
梅
沢
、
吾
妻
明
神
、
か
ま
く
ら
山
、

玉
な
は
、
真
名
鶴
が
崎
、
土
肥
、
神
奈
川
）



̶ 28 ̶

折
の
十
三
夜
の
月
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
ま
た
立
ち
戻
っ
て
見
て
く
れ
と

為
久
は
い
う
。
充
長
が
ま
た
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
慫
慂
す
る
の
が
主
意

と
な
る
。

問
題
は
こ
の
贈
答
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
享
保
八
年
で

あ
っ
て
も
、
九
月
十
八
日
に
藤
沢
に
向
け
江
戸
を
発
し
て
い
る
（
前
稿
参
照
）

か
ら
、十
三
日
に
自
宅
で
二
年
前
の
船
上
の
観
月
を
追
懐
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

項
目
を
立
て
る
に
当
っ
て
そ
の
可
能
性
は
残
し
た
。
し
か
し
、状
況
と
し
て
は
、

九
月
十
一
日
に
完
成
し
た
「
都
余
波
」
に
添
え
て
今
回
の
在
京
に
関
す
る
自
詠

を
詠
草
と
し
て
ま
と
め
て
冷
泉
家
に
贈
呈
す
る
に
際
し
、
折
し
も
迎
え
た
九
月

十
三
夜
の
月
を
眺
め
つ
つ
、ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
船
上
の
作
を
思
い
返
し
て「
わ

す
れ
め
や
」
歌
を
詠
み
、
冷
泉
家
か
ら
受
け
た
厚
遇
へ
の
感
謝
を
込
め
た
と
見

る
方
が
、
充
長
の
思
い
と
し
て
は
納
得
し
や
す
い
。
　（
以
下
、
続
稿
）

付
記
　
本
稿
は
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

「
成
島
信
遍
研
究
―
幕
臣
文
人
の
事
績
を
通
し
て
見
る
近
世
中
期
江
戸
文
壇
の
特

徴
―
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
く
ぼ
た
・
け
い
い
ち
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
教
授
―

で
「
わ
す
れ
め
や
淀
の
わ
た
り
の
秋
の
水
舟
な
が
ら
み
し
長
月
の
か
げ
」
を

詠
み
、
こ
の
和
歌
を
含
む
詠
草
を
冷
泉
為
久
に
送
っ
て
、
為
久
よ
り
返
歌
を

賜
る
か
。（『
冷
泉
為
久
集
』）

『
冷
泉
為
久
集
』
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
三
月
為
綱
三
回
忌
追
善
記
事

の
前
に
次
の
二
首
が
載
る
。

渡
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
長

わ
す
れ
め
や
淀
の
わ
た
り
の
秋
の
水
舟
な
が
ら
み
し
長
月
の
か
げ

此
詠
艸
の
お
く
に

忘
れ
ず
は
淀
の
わ
た
り
の
秋
の
水
立
か
へ
り
み
よ
長
月
の
影

ま
ず
、
充
長
の
和
歌
は
、
享
保
六
年
九
月
十
三
夜
に
伏
見
か
ら
淀
川
を
下
っ

て
難
波
に
向
か
っ
た
船
中
の
詠
「
わ
す
れ
め
や
後
の
名
に
お
ふ
淀
伏
見
月
に
さ

ほ
さ
す
秋
の
河
ぶ
ね
」（
前
稿
（
二
）
享
保
六
年
九
月
十
三
日
項
参
照
）
を
間

違
い
な
く
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
淀
川
の
水
面
に
映
る
月
に
舟
の
棹
が
当
た
る

様
を
、「
渡
月
」
の
題
と
「
舟
な
が
ら
み
し
長
月
の
か
げ
」
の
言
葉
で
再
現
し
、

そ
の
光
景
を
決
し
て
忘
れ
な
い
と
表
明
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。『
冷
泉
為
久

集
』
の
歌
順
は
年
代
に
沿
っ
て
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

享
保
六
年
九
月
よ
り
後
、
同
九
年
三
月
よ
り
も
前
に
詠
ま
れ
た
と
推
定
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
為
久
の
返
歌
で
あ
る
が
、詞
書
に
「
此
詠
艸
の
お
く
に
」
と
あ
る
の
は
、

充
長
が
冷
泉
家
に
呈
上
し
た
詠
草
の
中
に
「
わ
す
れ
め
や
」
の
歌
が
あ
り
、
そ

の
詠
草
に
為
久
が
応
答
の
つ
も
り
で
記
し
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
淀
川
下
り
の


